






　東京ほくとは、看護師を志す高校生から学びの途中にある看護学生、
そして就職後まで、一貫した支援を大切にしています。地域の人々の暮
らしを支える医療を担うために、ぜひ一緒に学び、働いてみませんか。

 王子生協病院は個室も含め、全室差額ベッド料はいただいておりません

▲ 病院横で開催される 
子ども食堂に参加する奨学生

看護師を
めざす皆さんへ

　看護の道に興味を持つ高校生を対象に、看護体験
の機会を設けています。また夏休みや冬休み、都民
の日には王子生協病院で「高校生の看護体験」を開催
しています。病棟で看護師と一緒に血圧測定や車い
す乗車を体験、患者さんの手足を洗いながらの交流
など、約１時間の体験学習を行います。体験を通じ
て「看護学校に進学したい」と決意を固める高校生も
多く、助産師・保健師・養護教諭などに興味を示す
人もいます。
　看護学校に合格した高校生には「合格者体験」とし
て看護師が伴っての病棟勤務体験を企画しています。
進学前に看護師の姿に触れられると好評です。

　就職後もしっかりと学べる研修体制を整えていま
す。特に１年目から３年目まで３年間の研修計画が
あり、段階に合わせて成長できるよう支援していま
す。１年目から丁寧な指導を受けながら、無理なく
現場に慣れていける体制です。

　看護学生の皆さんには、病院見学や就業体験を通
して現場を肌で感じられる機会を用意しています。
●   病院見学 ：パンフレットやホームページでは伝

わらない病棟の雰囲気を知ることができます。
若手看護師の教育の様子も紹介しています。

●   就業体験 ： 朝の申し送りから始まり、患者さんの処
置や治療、コミュニケーション、看護師同士や他職
種との連携まで、現場での１日体験を行います。午
後はカンファレンス※や情報共有の場を見学し、最
後に振り返りを行います。

　就業体験をきっかけに奨学金制度（後述）を利用し、
東京ほくとに就職する人もいます。

　看護学校に進学、または在学中の人を対象に奨学金
制度を設けています。
●   対象 ： 東京ほくとの医療活動に共感し、奨学生活動

に参加できる方
●   内容 ： 月額５万円を貸与。卒業後に、貸与期間と同

じ期間を東京ほくとで勤務した場合は返済が
免除されます。

●   併用 ： 自治体や日本学生支援機構の奨学金とも併用
可能です。

　奨学生は、月１回のミーティングや就業体験、東京
ほくとや民医連の企画に参加します。
　例えば在宅療養に関する映画鑑賞や高齢者疑似体
験、病棟や訪問看護事業所の看護師による講義、地域
活動への参加（認知症
カフェ、フードパント
リーなど）があります。
学校では得られない学
びや、多くの看護学生
との交流の場として大
変好評です。

　 看護師をめざす皆さんへ、東京ほくとで行っている支援を紹介します。
東京ほくとには王子生協病院をはじめ診療所、訪問看護ステーション、介護
事業所などの幅広い職場があり、そこで多くの看護師が働いています。法
人内に看護学生室を設け、看護師を目指す高校生、看護学生をサ ポートし
ながら、将来一緒に地域医療を支えてくれる仲間づくりに取り組んでいます。 

看護学生の皆さんへ

奨学金制度高校生の皆さんへ

就職後について

王子生協病院 看護学生室 室長　小串路恵「看護師になる！」を応援
ホームページは

こちらから

※医療関係者間の話し合い
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病
気

の話

　「発達障害」は生まれつき脳
の発達が通常と異なることで、
生活に支障をきたしてしまう状
態を指します。正式な名称は

「神経発達症」です。発達障害に
は大きく分けて 3 つあります。
●   自閉症スペクトラム障害（ASD） 

コミュニケーションの障害
を持つ。対人関係が苦手で、
パターン化した行動やこだ
わりを持つ人が多い。

● 注意欠如・多動性障害（ADHD）
不注意、多動、衝動性など
の特性を持つ。

●   学習障害（LD） 
知的な遅れはないが、「読む」

「書く」「計算」などが極端に
苦手という特性を持つ。

　文部科学省が 2022 年に行っ
た調査では「学習面、行動面で
著しい困難をきたす」小中学校
生、高校生の割合は 8.8％であ
り、１クラス 35 人のうち 3 人に
発達障害の疑いがあるというこ
とになります。近年、特性に気
づかれず大人になり、環境の変
化（就職、結婚など）で表面化す
るケースが多くなっています。

就職しました。これまでと違う
業務でミスが続き、上司に叱責
されることが多くなりました。
朝起きて仕事に行くことを考え
ると動悸がして家を出られなく
なり、外来を受診しました。同
席した母親によれば、「子供の
頃から虫が好きで休日は虫取り
に没頭していた。非常に真面目
で融通が利かず宿題を完璧にし
ないと学校に行きたがらなかっ
た」とのことでした。
　A さんはコミュニケーション
の苦手さや、こだわりといった
ASD の特性を持っていました。
新しい職場の慣れない仕事や、
人間関係でストレスがかかり、
不安が強くなって動悸症状が出
てきたことが考えられました。
　主治医は A さんの特性につい
て説明した上で、職場にも理解
を求めました。「あいまいな言
葉は理解できないので、指示を
出す時は具体的に行う」「一度に
たくさんの仕事をさせない」な
ど、仕事の仕方に配慮をしてく
れるようになり、A さんの不安
は軽くなっていきました。

Aさん（40 代・男性）のケース

　長年父親の経営するプラス
チック加工業を手伝ってきまし
たが、工場の老朽化で家業を閉
めることになり、別の会社に再

大人の発達障害
鹿浜診療所 所長

平山陽子

　これを読んで不安になった人もいるかもしれ
ません。発達の凸凹がある人は多く、定型発達
と発達障害の境目ははっきりしません。
　発達障害について書かれた本はたくさんあり
ます。まずは一冊読んでみて、自分の特性につ
いて知ることをお勧めします。アプリなどデジタ
ルツールが苦手さを補ってくれることもありま
す。「私は〇〇は得意ですが△△は苦手です。」

と周囲に自分の特性を知らせるのも良いでしょ
う。周囲の理解や支援によって自分らしく過ごせ
ることも多いのです。
　特性が仕事や人間関係に影響を及ぼすときに
は、相談が必要になります。
最寄りの「地域障害者相談支
援センター」などの窓口を利
用しましょう。強い不安や気
分の落ち込みを感じた時は

「精神科」や「心療内科」など
に相談することもできます。

王子生協病院は訪問診療もふくめて「無料低額診療」事業を行っています。
医療費でお困りの方はご相談ください　TEL.3912-2201

発達障害かもしれないと
思ったら

紙面の都合上、一部
割愛しています。
原文はこちらより
ご覧ください▼
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出資金は設備の維持拡充や組合員活動の資金です。増資をお願いいたします

　唯一の戦争被爆国である日本。「日本政府に核兵
器禁止条約へ署名・批准を求める署名」（以下、署
名）は名前通りシンプルな訴えです。東京ほくとは
日々いのちと健康をまもる活動を進めていく上で、
くらしを破壊する核兵器をなくし、平和と環境を守
る取り組みを同時に進めています。
　日本政府は、国連で 2021 年１月に条約が発効し
て以来、毎年条約に対し反対か棄権をしています。
　被爆 80 年の節目の年、９月までに署名 3,000 筆
の目標を達成しようと、様々な運動を進めてきまし
た。その一つが署名宣伝行動で、地域や病院前で署
名を呼びかけました。他にも署名を常に持ち歩いて
機会があるたびに依頼したり、広報誌配付者への呼
びかけや郵送で送ってもらうなどの工夫が見られま

した。
　代表団として広島・長崎
に参加した組合員は率先し
て、友人知人に呼びかけま
した。王子生協病院では、
会議の時間を使って学習会

（質問や感想交流）を行い、その後に外来や病棟の患
者さんへ署名を呼びかけました。
　行動の中で「日本が条約参加していないのは初め
て知った。核戦争の危険が迫っているのに」と憤る
若い人の声も聞かれました。
　署名は、10 月末には 4,000 筆を超えました。署名
への協力をこれからもよろしくお願いいたします。
  （組織部 部長　後藤大基）

　９月26日、東京保険医協会の小形歩事務局長を講師に招き、医療や介護
が直面している課題について学びました。全世代型社会保障改革の実現には
財政面の課題だけでなく、世代間の公平性、制度の複雑さ、地域間格差の拡
大といった課題や懸念があることを、豊富な資料と丁寧な解説で学びました。
　社会保険料を下げる策として、OTC 類似薬の保険適用除外が議論され
ています。このことで参加者から「自己負担が増えるのではないか。自治
体の子ども医療費助成制度の運用に影響が出ないかと不安。問題について
声を上げるべきだ」という意見が出されたことが印象的でした。
  （王子生協病院事務 次長　落合直美）

日本政府に核兵器禁止条約へ署名・批准を求める署名

被爆80年の年、署名目標の3,000筆を達成しました！

北区社会保障推進協議会学習会「これから どうなる わたしたちの医療」参加報告

社会保険料の引下げ案に不安の声

医
科
・
歯
科
事
業
所

北区

王子生協病院 北区豊島3-4-15 03-3912-2201
みんなの北診療所 北区神谷1-31-5 鶴八ビル１階 03-3913-5271
生協浮間診療所 北区浮間3-22-1 03-3558-8361
生協王子歯科 北区豊島3-19-3 豊島ビル２・３階 03-3927-9573
足立区

江北生協診療所 足立区江北2-24-1 03-3857-6636
鹿浜診療所 足立区新田2-4-15 03-3912-8491
北足立生協診療所 足立区入谷3-1-5 03-3896-9971
荒川区

荒川生協診療所 荒川区荒川4-54-5 03-3802-2601
汐入診療所 荒川区南千住8-10-3-101 03-3807-2302

介
護
事
業
所

居宅介護支援事業所

地域ケアセンターわかば 北区豊島3-19-3 豊島ビル４階 03-5959-7875
居宅介護支援事業所ハピネス 北区東十条2-6-5 第二富士ビル１階 03-5390-6024
地域ケアセンターはけた 荒川区荒川4-54-5 03-3805-8388
訪問介護

ヘルパーステーションのぞみ 北区豊島3-7-2 03-5390-5998

介
護
事
業
所

ヘルパーステーションのぞみ 
荒川営業所 （サテライト）

荒川区荒川4-54-5 03-5850-3585

訪問看護

訪問看護ステーションほくと 北区豊島3-19-3豊島ビル１階 03-5902-7156
サテライト十条 北区東十条2-6-5 第二富士ビル２階 03-5963-7720
サテライトたんぽぽ 足立区新田2-4-15 （鹿浜診療所内）03-5390-8451
サテライト虹 荒川区荒川4-54-5 荒川生協診療所２階 03-3803-1179
サテライトなでしこ 荒川区西尾久8-13-9 西尾久ビル 03-5855-7761
通所介護

デイサービスセンターなでしこ 荒川区西尾久8-13-9 西尾久ビル 03-5855-7447
地域密着型通所介護

あらかわ虹の里デイサービス 荒川区荒川4-54-5 03-3802-3541
通所リハビリテーション

鹿浜診療所 足立区新田2-4-15 03-5902-7179
 認知症対応型共同生活介護（認知症対応型グループホーム）

ほくとひまわりの家 北区西ヶ原2-24-8 リッシェル飛鳥山 03-5980-6222
 都市型軽費老人ホーム

ほくと西尾久虹の家 荒川区西尾久8-13-9 西尾久ビル 03-5855-7801

東 京 ほ く と の 事 業 所 一 覧
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●地域の広場 　フットケア・タッチケア・チネイザン開催中　 要予約 
 ※ 申し込み、問い合わせは訪問看護ステーションほくと（5902-7156）

訪問看護のホームページで日程の確認と予約ができます 
●なんでも相談会事例検討会   12 月 10 日　午後６時～　

場所：王子生協病院会議室
●フードパントリーとしま虹   12 月 27 日　午後３時～５時　

場所：つどいの広場なないろ
●東京ほくと モルック大会   ３月８日　午前９時 50 分～　

場所：赤羽公園　申込受付中（１月 29 日迄）

企
画
案
内

※ 東京都に住所または勤務地を有する方は、組合員
になることができます（定款第６条）。組合員が転
居したり亡くなられた場合はご連絡ください。

※ 出資金残高が 10 万１千円以上の組合員が亡くなられた場合、
脱退手続きには公的な書類の提出が必要になります。

※ 脱退・減資については、定款第10 条（自由脱退）および第17 条（出
資口数の減少）により、事業年度末の 90日前（12 月31日）までの
申請が必要で、年度末（３月31日）に処理を行います。

※詳細および手続きは上記二次元コード参照。
お困りのことがあればお気軽にご相談ください。 
東京ほくと医療生活協同組合　本部組織部　TEL.3913-9100

組合員の資格および脱退・減資について

班会予定

診療体制表

※ 各院所または組織部で
も診療体制表を受け取
ることができます

▶ １月 21 日（水）　午後２時～５時
王子生協病院応接室（コープみらい豊島店ビル２階）

▶ ２月 18 日（水）　午後２時～５時
荒川生協診療所２階面談室

▶ ３月 11 日（水）　午後２時～５時
かえで薬局２階会議室（江北生協診療所向かい）

　東京北法律事務所のご協力で、無料法律相談会を
毎月開催しています。相続、借家借地、債務整理な
ど、民事に関わる相談ができます

申込：本部総務部（3927-8864）　※開催日の前々日締切

完全予約制 相談は無料（ ）継続した相談は
有料になる場合あり

法 律 相 談

政府に、国民に、届け切実な現場の声!
大幅増員や賃上げ求め開催

9.25いのちをまもる総行動

　全日本民医連など複数団体が共催した「もう限界、
平和と社会保障を立て直せ！いのちをまもる総行
動」に東京ほくとから組合員と職員 11 人が参加し
ました。全体では 2,200 人が日比谷野外音楽堂に集
結し、国に社会保障の充実を求めました。
　参加団体は「もう限界」と切実な現場の状況を訴え
ました。医療・介護・福祉労働者の賃上げや人材確
保の必要性、報酬の大幅引き上げ、軍事ではなく社
会保障の拡充の必要性を集会アピールで確認し、集
会後は銀座パレードを行い沿道の人々にも訴えました。
　地域医療を守る請願署名の取り組みも進んでいま
す。寄せられた一筆が国への要求となり、私たちの
幸せにつながります。署名の協力をお願いします。
  （組織部　瀬尾真奈美）
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　９月 25 日（木）に開催し、10 人が参加しました。生協王
子歯科の歯科衛生士を講師に「オーラルフレイルってなぁ
に？」の説明から始まりました。①飲み込みには歯のほか
唇や舌、頬が協調する②口の周りや舌の筋肉を鍛えること
が大切③飲み込みに使う筋肉を鍛えることで、滑舌が良く
なる、誤嚥・むせの予防になる、という話は新鮮でした。
お口の健康と聞いて、筋肉の話とは想定外。
　また、乾燥したガーゼを噛んで唾液量を、舌圧計を使っ
て舌力を、ガムを噛んで咀

そしゃく

嚼機能を、「パタカラ発声」で
舌や唇の運動速度を、それぞれ測定しました。できること
は班会でも取り組めたらいいと思いました。
  （王子五丁目団地支部　山崎正子）
※この記事は、広報誌11月号をあわせて読んでいただくと理解が深まります。

お口お口のの健康サポート健康サポート講座

健康長寿のカギは
オーラルフレイル予防

12時～16時
メイン会場︓

ミニ講座No.1

「体操」

訪問看護ステーション

ほくと

理学療法士

堂本

ミニ講座No.2

「１.東京ほくと医療生協の一員で

ある歯科からのメッセージ

２.オーラルフレイルについて」

生協王子歯科

望月所長

（実行委員長）

10年ぶりの開催です︕
支部・事業所・職場の取り組みを、発表やポスターを通じて

ワイワイがやがや楽しく学び合いましょう︕

組合員と職員から６つの演題発表

福祉用具プランニング協力の福祉用具展示・体験コーナー（　　　　　　　　　　　　　　）介護ベッドから車椅子までの
移乗「リフト体験」など

北地域の運営委員会で企画　開催報告

ョン




